
2広報  2016.11.153 広報  2016.11.15 「やまとPSメール」の登録受け付け中！　t-yamato@sg-m.jpに空メールを送信してください。 問い合わせは各課のホームページ「組織の紹介」からも受け付けています。

厚
木
基
地
の
現
状

■
厚
木
基
地
と
空
母
艦
載
機

　

厚
木
基
地
周
辺
住
民
に
深
刻
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
航
空
機
騒
音
の
主
な
原

因
は
、
横
須
賀
を
事
実
上
の
母
港
と
す
る
米

空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
の
艦
載
機
の

飛
行
に
よ
る
も
の
で
す
。
艦
載
機
は
、
空

母
が
横
須
賀
に
入
港
す
る
直
前
に
沖
合
か

ら
厚
木
基
地
に
飛
来
し
、
空
母
出
港
後
は

再
び
沖
合
の
空
母
に
帰
還
し
ま
す
。

　

昨
年
は
年
間
１
７
８
日
、
空
母
が
横
須
賀

に
入
港
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
艦
載
機
が

厚
木
基
地
を
拠
点
と
し
て
飛
行
活
動
を
繰

り
返
し
、
時
に
は
深
夜
に
及
ぶ
飛
行
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
艦
載
機
の
飛
行
は
、
生
活
環
境

の
悪
化
や
事
故
へ
の
不
安
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
市
民
に
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、

空
母
の
出
港
前
に
は
、
地
上
の
滑
走
路
の
一

部
を
空
母
の
甲
板
に
見
立
て
離
着
陸
を
繰

り
返
す
艦
載
機
の
着
陸
訓
練（
Ｆ
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）が
実

施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
夜
間
に
実
施
さ

れ
る
も
の
は
Ｎ
Ｌ
Ｐ（
夜
間
連
続
離
着
陸
訓

練
）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
訓
練

は
１
９
９
３（
平
成
５
）年
に
硫
黄
島
代
替

訓
練
施
設
が
米
軍
に
全
面
提
供
さ
れ
て
以

来
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
硫
黄
島
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
天
候
な
ど
の
理
由
に
よ

り
厚
木
基
地
で
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
市
で
は
決
し
て
厚
木
基
地
で
実

施
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
国
や
米
軍
に
要

請
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
１
２（
同
24
）年
に

は
、
空
母
の
運
用
上
の
都
合
に
よ
り
出
港
が

数
日
間
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
の
再
三
の

中
止
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
離
着
陸
訓
練

が
厚
木
基
地
で
実
施
さ
れ
、
市
民
に
甚
大

な
航
空
機
騒
音
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
厚
木
基
地
周
辺
の
生
活
環

境
は
、
空
母
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
と
い

う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。（
左
図
参
照
）

■
最
近
の
厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
動
き

　

市
内
で
は
、
昨
年
12
月
に
空
母
ロ
ナ
ル

ド
・
レ
ー
ガ
ン
が
横
須
賀
に
入
港
し
て
以

降
、
艦
載
機
が
厚
木
基
地
に
飛
来
し
、
市
民

は
甚
大
な
騒
音
被
害
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
上
旬
に
横
須
賀
を
出
港
し
た
空
母
が

７
月
下
旬
に
再
び
入
港
し
た
た
め
、
い
わ

ゆ
る
夏
休
み
の
時
期
も
含
め
９
月
初
旬
ま

で
艦
載
機
の
飛
行
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
４
月
と
８
月
に
は
、
国

か
ら
艦
載
機
の
着
陸
訓
練
を
硫
黄
島
で
実

施
す
る
と
の
公
表
が
あ
り
、
天
候
な
ど
の

理
由
に
よ
り
厚
木
基
地
で
着
陸
訓
練
が
実

施
さ
れ
る
可
能
性
も
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

市
で
は
、
そ
の
都
度
、
航
空
機
騒
音
被
害
に

苦
し
む
市
民
の
実
情
を
十
分
理
解
し
、
決

し
て
厚
木
基
地
で
着
陸
訓
練
を
実
施
し
な

い
よ
う
米
軍
や
国
に
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
艦
載
機
の
着
陸
訓
練
は
厚

木
基
地
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
す
べ

て
硫
黄
島
で
実
施
さ
れ
、
９
月
初
旬
に
空

母
は
横
須
賀
を
出
港
し
、
ほ
と
ん
ど
の
艦

載
機
も
厚
木
基
地
か
ら
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

空
母
艦
載
機
の
移
駐

　

在
日
米
軍
再
編
に
伴
い
、
２
０
０
６（
平

成
18
）年
に
日
米
両
政
府
間
で
合
意
さ
れ
た

「
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
以
下「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」）」に
お
い
て
、
空

母
艦
載
機
計
59
機
が
２
０
１
４（
同
26
）年
ま

で
に
山
口
県
の
岩
国
飛
行
場
に
移
駐
す
る
と

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
国
か
ら
施
設
整

備
の
全
体
工
程
を
見
直
し
た
結
果
、
移
駐
は

３
年
ほ
ど
遅
れ
、
２
０
１
７（
同
29
）年
頃
に

完
了
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
の「
第
６
回
厚
木
飛
行
場
か
ら

の
空
母
艦
載
機
の
移
駐
等
に
関
す
る
協
議

会
」で
は
、
国
か
ら
、
移
駐
先
の
施
設
整
備

は
着
実
に
進
捗
し
て
お
り
、
移
駐
後
の
厚
木

基
地
周
辺
の
騒
音
状
況
は
相
当
程
度
軽
減

さ
れ
る
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
９
月
に
は
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
移
駐
の

要
件
と
さ
れ
た
訓
練
空
域
に
つ
い
て
、
日

米
間
で
調
整
が
整
い
、「
岩
国
臨
時
留
保
空

域
」が
11
月
か
ら
設
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
か
ら
示
さ
れ
た
空
母
艦
載
機
の
移
駐

完
了
時
期
が
間
近
に
迫
る
中
、
市
は
、
国

や
米
側
に
対
し
、
一
日
で
も
早
い
移
駐
完
了

は
も
と
よ
り
、
移
駐
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
移
駐
後
の
厚
木
基
地
の
運
用
な
ど
に

つ
い
て
も
早
急
に
示
す
よ
う
強
く
求
め
て

い
ま
す
。

市
の
主
な
取
り
組
み

　

航
空
機
騒
音
を
は
じ
め
と
し
た
厚
木
基

地
に
か
か
わ
る
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

市
は
県
や
基
地
周
辺
市
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
国
や
米
側
に
対
し
て
要
請
活
動
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す（
下
表
参
照
）。

　

ま
た
、
市
民
・
議
会
・
行
政
の
代
表
者

で
構
成
さ
れ
る
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会

（
会
長：大
木

哲
市
長
）に

お
い
て
も
、

厚
木
基
地
の

早
期
返
還
と

基
地
対
策
の

抜
本
的
改
善

を
求
め
て
お

り
、
９
月
に

は
、
防
衛
省

や
外
務
省
、

米
国
大
使
館

な
ど
を
訪
問
し
、
要
請
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

市
民
は
い
ま
だ
空
母
艦
載
機
に
よ
る
甚

大
な
騒
音
被
害
を
受
け
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
航
空
機
事
故
や
米
兵
な
ど
に
よ
る
事

件
・
事
故
へ
の
不
安
な
ど
、
厚
木
基
地
の

所
在
に
よ
り
長
年
に
わ
た
り
多
大
な
負
担

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
き

が
あ
る
中
、
市
で
は
一
日
も
早
い
空
母
艦

載
機
移
駐
の
実
現
に
よ
る
航
空
機
騒
音
の

軽
減
な
ど
、
厚
木
基
地
に
起
因
す
る
諸
問

題
の
解
決
に
向
け
、
県
や
周
辺
市
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
厚
木
基
地
に
関
わ
る
諸
問
題
に
対

す
る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
し
て
い
ま
す
。

厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
情
勢
と
市
の
取
り
組
み

　

県
下
で
も
有
数
の
人
口
密
集
地
で
あ
る
本
市
に
厚
木
基
地
が
所
在
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
市
民
が
、
長
年
に
わ
た
り
航
空
機
騒
音
や
事
故
へ
の
不
安
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
号
で
は
、
厚
木
基
地
の
現
状
や
国
か
ら
２
０
１
７（
平
成
29
）年
頃
と
示
さ

れ
た
空
母
艦
載
機
の
移
駐
、
市
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大和市の住宅密集地上空を飛行する空母艦載機
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※航空機騒音測定回数は滑走路北約1km地点の数値 空母入港期間

航
空
機
騒
音
測
定
回
数

（回）
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外務省での大和市基地対策協議会の要請活動

■空母艦載機の移駐に係るこれまでの経緯

■平成28年の主な要請活動など

空母入港期間と航空機騒音測定回数（平成27年）

2006（平成18）年
5月
「再編実施のための日米ロードマップ」で2014（平
成26）年までに厚木飛行場から岩国飛行場への空
母艦載機の移駐が示される

2013（平成25）年
1月

国から、施設整備の全体工程を見直した結果、岩
国飛行場への移駐は2017（平成29）年頃になる見
込みであると説明（その後、10月に日米安全保障
協議委員会（2プラス2）で確認）

2013（平成25）年
5月

本市を含む厚木基地周辺9市、県、国（防衛省）が、
移駐の具体的なスケジュールや進捗状況、移駐ま
での間の騒音軽減策などについて情報交換などを
行うことを目的に「厚木飛行場からの空母艦載機
の移駐等に関する協議会」を設置（第1回協議会）

2013（平成25）年
11月

2014（平成26）年
1月

2014（平成26）年
5月

2015（平成27）年
5月

「第2回～5回厚木飛行場からの空母艦載機の移駐
等に関する協議会」を実施
協議内容▶
・日米安全保障協議委員会における協議内容につ
いて
・移駐に係る進捗状況について
・厚木飛行場周辺住民及び自治体の負担軽減策に
ついて
・恒常的訓練施設の進捗状況等について

2016（平成28）年
5月

「第6回厚木飛行場からの空母艦載機の移駐等に
関する協議会」で、国から移駐先の施設整備は着
実に進捗している、移駐後の厚木基地周辺の騒音
状況は相当程度軽減されるなどの説明

2016（平成28）年
9月

国から、ロードマップで移駐の要件とされた訓練
空域について、日米間で調整が整い、「岩国臨時
留保空域」が11月から設定される予定であるとの
説明

特集

月日 要請者 要請先 内　容

4月26日 大和市長 在日米海軍厚木航空施設司令官
防衛大臣、外務大臣 空母艦載機の着陸訓練を厚木基地で実施しないよう要請

5月24日 大和市長 在日米海軍厚木航空施設司令官
防衛大臣、外務大臣 空母艦載機の着陸訓練を厚木基地で実施しないよう要請

5月25日 県と基地周辺9市 防衛大臣 空母艦載機の着陸訓練全てが硫黄島で実施されることを確実にするよう要請

6月  7日 大和市長 海上自衛隊第4航空群司令 厚木基地所属の自衛隊員逮捕を受け、自衛隊員の規律保持の徹底に向けた取り組みを講じるよう
要請

8月16日 大和市長 在日米海軍厚木航空施設司令官
防衛大臣、外務大臣 空母艦載機の着陸訓練を厚木基地で実施しないよう要請

8月17日

神奈川県基地関係
県市連絡協議会 防衛大臣、外務大臣　など 「平成29年度基地問題に関する要望」

県と基地周辺9市 防衛大臣 空母艦載機の着陸訓練全てが硫黄島で実施されることを確実にするよう要請

9月27日 大和市基地対策
協議会

防衛大臣、外務大臣、
総務大臣、駐日米国大使　など 「平成28年度厚木基地の早期返還と基地対策の抜本的改善に関する要望書」

10月27日 厚木基地騒音対策
協議会

防衛大臣、外務大臣、駐日米国
大使　など 「厚木基地における米空母艦載機の夜間連続離着陸訓練による航空機騒音の解消等に関する要請」


